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　リ
レ
ー
随
想
を
毎
回
楽
し
く

拝
読
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

多
彩
な
趣
味
や
考
え
方
な
ど
に
、

感
心
し
た
り
驚
い
た
り
。ま
た
、

顔
見
知
り
の
方
が
時
々
執
筆
さ

れ
て
い
て
、
普
段
は
知
ら
な
い

新
た
な
一
面
に
気
付
か
さ
れ
た

り
致
し
ま
す
。

　そ
の
リ
レ
ー
が
思
い
も
よ
ら

ず
車
屋
繋
が
り
で
私
の
所
に

回
っ
て
き
ま
し
た
が
、
正
直
無

趣
味
に
近
い
私
。
サ
ー
フ
ィ
ン

と
か
出
来
れ
ば
か
っ
こ
良
か
っ

た
の
で
す
が
基
本
が
金
槌
な
の

で
こ
れ
は
無
理
。
ス
キ
ー
は

1
9
8
9
年
に
私
を
ス
キ
ー
に

連
れ
て
っ
て
と
言
う
映
画
に
踊

ら
さ
れ
、
ブ
ー
ム
に
乗
っ
か
り

ま
し
た
が
ゲ
レ
ン
デ
で
ス
ノ
ー

マ
ン
状
態
だ
っ
た
た
め
ブ
ー
ム

が
去
る
と
と
も
に
引
退
。
体
を

動
か
す
こ
と
は
好
き
で
す
が
、

最
近
は
年
の
せ
い
か
気
を
入
れ

て
動
く
と
す
ぐ
に
彼
方
此
方
が

痛
く
な
り
ま
す
。
ゴ
ル
フ
は
お

付
き
合
い
程
度
嗜
み
ま
す
が
、

ド
ラ
イ
バ
ー
や
パ
タ
ー
よ
り
プ

レ
ー
後
の
反
省
会
で
カ
ラ
オ
ケ

の
マ
イ
ク
を
握
る
方
が
得
意
な

タ
イ
プ
で
す
。

　こ
こ
ま
で
で
す
と
、
ど
ん
く

さ
い
奴
と
お
思
い
で
し
ょ
う
が

私
の
名
誉
の
た
め
に
自
己
弁
護

を
致
し
ま
す
と
、
少
年
時
代
は

ス
ポ
ー
ツ
万
能
で
特
に
足
が
速

く
中
学
3
年
生
ま
で
は
日
立
市

の
陸
上
大
会
で
1
0
0
メ
ー
ト

ル
走
は
す
べ
て
優
勝
。
県
大
会

で
も
上
位
入
賞
と
、
日
立
の
同

年
代
で
私
の
右
に
出
る
も
の
は

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
高
校
か
ら

は
そ
の
自
慢
の
足
が
逃
げ
足
と

し
て
活
躍
。
一
応
過
去
の
栄
光

で
名
誉
挽
回
を
図
っ
て
み
ま
し

た
が
…

　こ
の
様
に
中
途
半
端
で
無
趣

味
に
近
い
私
で
す
が
、10
年
間
、

趣
味
と
は
少
々
異
な
る
大
久
保

中
学
校
の
P
T
A
活
動
に
現
在

も
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
10
年
間

と
聞
く
と
驚
か
れ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
決
し
て
子
ど
も
が
沢

山
い
る
常
陸
多
賀
の
大
家
族
と

い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

娘
が
小
学
生
の
時
に
親
父
会
で

知
り
合
っ
た
先
輩
が
、
娘
が
中

学
校
入
学
時
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

で
あ
っ
た
為
、
白
羽
の
矢
が
立

つ
が
ご
と
く
お
誘
い
を
受
け
ま

し
た
。
そ
こ
ま
で
本
気
に
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
を
し
て
き
た
訳
で
も
無

く
未
経
験
に
近
い
私
が
お
役
に

立
て
る
の
か
不
安
で
し
た
が
、

我
が
娘
の
為
に
も
な
る
の
か
な

と
の
思
い
か
ら
お
引
き
受
け
し
、

カ
ラ
オ
ケ
で
鍛
え
た
声
量
と
持

ち
前
の
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、
副

会
長
、
親
父
倶
楽
部
部
長
を
勤

め
ま
し
た
。

　当
時
の
大
久
保
中
学
校
は
創

立
50
周
年
を
1
年
後
に
控
え
、

そ
の
準
備
も
あ
っ
て
普
段
の
活

動
の
倍
以
上
の
仕
事
量
に
不
慣

れ
な
私
は
辟
易
と
致
し
ま
し
た
。

2
0
1
1
年
3
月
11
日
。
翌
日

が
、50
周
年
記
念
式
典
の
為
、学

校
で
そ
の
準
備
の
最
中
に
あ
の

大
震
災
が
起
こ
り
、
当
然
式
典

は
延
期
に
な
り
ま
し
た
。
新
築

の
校
舎
や
体
育
館
の
壁
が
崩
れ

て
と
て
も
辛
く
悲
し
い
思
い
を

致
し
ま
し
た
が
、
逆
に
役
員
の

団
結
力
が
強
ま
り
、
私
も
や
る

気
ス
イ
ッ
チ
が
押
さ
れ
、
そ
の

年
の
秋
に
無
事
に
式
典
を
開
催

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　ま
た
、親
父
倶
楽
部
で
は『
す

べ
て
は
子
ど
も
達
の
た
め
に
』

を
標
榜
に
掲
げ
、
パ
ト
ロ
ー
ル

や
奉
仕
活
動
、学
校
清
掃
、会
議

等
で
親
父
同
士
の
交
流
も
深
ま

り
、私
の
場
合
、公
私
に
わ
た
り

一
生
お
付
き
合
い
の
出
来
る
先

輩
、後
輩
、友
人
が
沢
山
出
来
ま

し
た
。
娘
が
卒
業
後
は
親
父
倶

楽
部
顧
問
、
生
徒
活
動
後
援
会

副
会
長
、
校
友
会
サ
ク
ラ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、

一
生
付
き
合
え
る
仲
間
と
共
に

現
在
も
活
動
し
て
い
ま
す
。

　あ
っ
と
い
う
間
に
10
年
間
が

過
ぎ
趣
味
と
は
ま
た
別
の
、
こ

の
濃
い
経
験
は
私
の
人
生
に
お

い
て
と
て
も
貴
重
で
あ
っ
た
事

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
娘
が

中
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
7
年

が
た
ち
、
私
も
あ
と
数
年
で
還

暦
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

次
女
は
も
う
立
派
な
社
会
人
、

昨
秋
に
は
結
婚
も
致
し
ま
し
た
。

　長
女
も
5
月
に
結
婚
式
を
す

る
予
定
で
し
た
が
、
全
世
界
に

猛
威
を
振
る
う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
り
、
残
念
な
が
ら

延
期
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

我
々
の
生
活
と
経
済
に
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
コ
ロ
ナ
禍

が
、
こ
の
号
が
出
る
頃
に
は
少

し
で
も
収
束
に
進
む
事
を
願
う

ば
か
り
で
す
。

株
式
会
社
　
窪
木
ホ
ン
ダ
商
会

日
立
市
桜
川
町
３
ー
１
ー
３
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会

『
私
の
取
り
留
め
の
無
い
話
』
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『“私たちは家族”という経営理念の下で』

　コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
を
３
店
運

営
し
て
い
る
の
が
合
資
会
社

升
屋
酒
造
店
で
す
。
天
保
14
年

（
1
8
4
3
年
）に
創
業
。
長
年

造
り
酒
屋
を
営
ん
で
き
ま
し
た

が
、
昭
和
49
年
頃
に
酒
造
り
を

や
め
、
酒
類
販
売
店
に
業
種
転

換
。
そ
の
後
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

と
し
て
昭
和
62
年
に
オ
ー
プ
ン

し
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

　今
か
ら
23
年
前
、
東
京
都
出

身
の
海
野
卓
哉
さ
ん（
49
歳
）は
、

８
代
目
代
表
の
海
野
由
記
子
さ

ん
と
結
婚
し
て
社
員
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
頃
か
ら

街
に
ス
ー
パ
ー
や
他
社
の
コ
ン

ビ
ニ
も
増
え
だ
し
、
次
第
に
店

の
売
り
上
げ
は
落
ち
て
い
き
ま

し
た
。

　そ
ん
な
と
き
に
老
舗
な
ら
で

は
の
経
営
理
念
〝
私
た
ち
は
家

族
で
す
〞
を
発
揮
。
そ
れ
は
社

内
を
家
族
と
し
、
常
に「
家
族

な
ら
ど
う
す
る
」と
皆
で
考
え

る
こ
と
。
そ
し
て
出
た
答
え
が

外
に
出
て
営
業
活
動
を
行
う
こ

と
で
し
た
。

　そ
れ
は
地
道
な
活
動
で
し
た

が
、
や
が
て
実
を
結
び
全
国
に

２
万
店
以
上
あ
る
セ
ブ
ン
イ
レ

ブ
ン
の
中
で
、
土
用
の
丑
の
日

の『
う
な
ぎ
蒲
焼
重
』等
の
販
売

が
８
年
連
続
日
本
一
に
な
る
こ

と
に
繋
が
り
ま
し
た
。

パ
ー
ト
さ
ん
が
ス
タ
ッ
フ
を

育
て
ま
す

　現
在
、
基
本
的
な
店
の
運
営

は
店
長
に
任
せ
て
お
り
、
各
店

で
毎
月
１
回
勉
強
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の

発
案
で
始
ま
っ
た
勉
強
会
は
、

自
由
参
加
で
あ
り
な
が
ら
全
ス

タ
ッ
フ
が
参
加
し
、
新
商
品
や

販
売
方
法
に
つ
い
て
話
し
合
い

ま
す
。
そ
の
時
に
必
ず
行
わ
れ

る
の
が
自
由
テ
ー
マ
の
１
分
間

ス
ピ
ー
チ
で
す
。
ア
ル
バ
イ
ト

の
学
生
も
発
表
す
る
の
で
、
勤

務
時
間
の
違
う
ス
タ
ッ
フ
同
士

も
知
り
合
い
に
な
れ
交
流
も
生

ま
れ
ま
す
。

　そ
し
て
１
番
の
強
み
は
長
年

勤
め
る
優
秀
な
パ
ー
ト
さ
ん
が

多
い
こ
と
。
そ
の
パ
ー
ト
さ
ん

が
親
身
に
な
っ
て
若
い
ス
タ
ッ

フ
を
指
導
す
る
こ
と
で
、
家
族

の
一
員
に
加
わ
り
ま
す
。

　「
実
は
私
も
社
員
に
な
り
た

て
の
こ
ろ
パ
ー
ト
さ
ん
に
教

わ
り
ま
し
た
。
今
の
店
を
良

い
雰
囲
気
に
し
て
い
る
の
は

ス
タ
ッ
フ
一
人
ひ
と
り
で
す
。

私
は
そ
ん
な
〝
家
族
〞
の
働
き

や
す
い
環
境
を
整
え
る
た
め

に
働
き
ま
す
」と
語
る
卓
哉
さ

ん
で
し
た
。

ひとこと日立自慢 か
い
ぎ
し
ょ
☆
往
復
書
簡

　毎年、経営革新セミナーや経営力向上セミナーを開催してお
ります。専門の講師や志を持つ経営者の方々と知り合うきっか
けにもなりますので、ご参加いただければ幸いです。

　人脈のありがたさを常々感じていて、経営の為にアドバ
イスをしてくれるような人とも知り会えたらと思っていま
す。そんな交流のきっかけがあれば、是非教えてください。

商工会議所より

商工会議所さんへ

未来予想図

　いつか店をビルにして一階は店舗、上
階はアパートにできたらと思っています。
子育て世代の方は子どもを育てながら店
で働いてもらい、お年を召された際には、
家族ですから介護までしてあげられるよ
うなアパートにしたい、という夢を持っ
ています。

合資会社  升屋酒造店
オーナー  海野　卓哉さん

セブンイレブン日立鮎川町1丁目店

日立市鮎川町6－7－25

TEL・FAX  0294－36－7701

セブンイレブン日立相田町店

日立市相田町3ー21ー1

TEL・FAX  0294－43－7114

年中無休・24時間営業

写真：海野さん（右から２番目）と

　　　スタッフの皆さん

　潮の香り漂う街。
それに海、山、桜がき
れいです。
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　潮の香り漂う街。
それに海、山、桜がき
れいです。
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アクサ生命は、商工会議所会員企業様向けに商工会議所共済制度・福祉制度の普及・推進を行っております。 

　私
た
ち
の
住
む
日
立
市
は
、人
口
減
少
の
傾
向
に
あ
り
２
０
１
０

年
〜
の
30
年
間
に
、20
〜
39
歳
の
女
性
が
5
割
以
下
と
な
る
社
会
保

障
の
維
持
が
困
難
な
消
滅
可
能
性
都
市
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。

緩
や
か
に
消
滅
の
道
を
辿
る
と
い
う
現
実
を
、他
人
事
の
よ
う
に
感

じ
な
が
ら
危
機
感
を
演
じ
て
き
ま
し
た
。残
り
20
年
は
遠
い
未
来
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　そ
し
て
現
在
、私
た
ち
の
平
穏
な
生
活
は
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て

奪
わ
れ
、世
界
中
が
大
き
な
打
撃
を
受
け
て
い
ま
す
。恐
ら
く
、東
日

本
大
震
災
を
乗
り
越
え
た
よ
う
に
、私
た
ち
は
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る

打
撃
も
、き
っ
と
乗
り
越
え
る
で
し
ょ
う
。今
の
日
立
市
で
あ
れ
ば
。

　し
か
し
、緩
や
か
な
消
滅
へ
の
道
に
対
し
て
、近
い
将
来
に
お
け
る
、

経
済
的
ま
た
私
た
ち
が
感
じ
る
幸
福
感
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　こ
の
緩
や
か
な
危
機
に
敢
え
て
気
付
い
て
い
き
、よ
り
良
い
方
法

を
選
択
し
行
動
に
つ
な
げ
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
、私
た
ち

は
今
か
ら
全
力
で
立
ち
向
か
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、そ
れ
を
で
き

る
組
織
の
１
つ
は
、こ
の
日
立
商
工
会
議
所
青
年
部
の
皆
様
に
他
な

り
ま
せ
ん
。

　各
々
が
成
長
す
る
こ
と
を
目
指
し
そ
の
力
を
使
っ
て
協
力
し
合
う

こ
と
で
、青
年
部
活
動
の
発
展
そ
し
て
各
事
業
所
の
発
展
を
積
み
重

ね
る
こ
と
が
で
き
、社
会
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
仲
間
だ

と
信
じ
て
い
ま
す
。次
世
代
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、メ
ン
バ
ー
の
少
し

ず
つ
の
努
力
と
協
力
を
、心
よ
り
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
36
回
通
常
総
会

4月14日、日立商工会議所青年部第37回通常総会が開催され、寺家通浩会長のもと令和2年度がスタートしました。

｢考動 と 幸動｣

日立商工会議所青年部
会　長　寺　家　通　浩
（株式会社ＪＷＡＹ）

令和2年度がスタート

～気付きと網羅・選択と行動～
平成31年度の主な事業

　Y
E
G（
若
き
企
業
家
集
団
）精

神
の
下
に
お
互
い
に
啓
発
し
合
い

な
が
ら
、知
識
と
教
養
・
人
と
人
と

の
結
び
つ
き
を
深
め
、明
日
を
目

指
し
て
歩
む
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　青
年
部
で
は
十
八
才
か
ら
四
十

五
才
ま
で
の
方
の
入
会
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。地
域
を
支
え
る
青

年
経
済
人
と
し
て
一
緒
に
活
動
し

ま
し
ょ
う
！

問
合
せ

　日
立
商
工
会
議
所

青
年
部
事
務
局

青
年
部
っ
て
？

い
っ
し
ょ
に

　青
年
部
し
ま
せ
ん
か
？

4月 6日 日立さくらまつり
 ～7日 花見茶屋　出店
 4月15日 第36回通常総会
 11月16日 研修委員会視察研修会
 2月21日 商工会議所青年部
 ～22日 第39回全国大会
 3月 7日 卒業例会

第1653号　（毎月20日発行） 令和2年5月20日　⑩

　「これと言える趣味はないのですが、そのかわり『Place』のイベントには少しこだわりがあ
ります」と、話すイベントの企画等を生業とする森 重彰氏（52歳）。その理由を説明してくれ
ました。
　震災復興チャリティー・フェス『Place』は、2011年の初回から翌年の２回まで、かみね公
園の野外ステージで開催。当時は市内外のバンド10組くらいで演奏していました。しかし、
３回目を前に野外ステージの取り壊しがあり、会場を河原子海岸に移すことに決定。主催す
る地元の若いバンドマンは、ステージ設営の相談に森氏の会社を訪ねてきました。
　限られた予算でも依頼主の意向を汲み、最大限に具現化することが森氏の仕事です。しか
し「お金はともかく情熱だけはいっぱいある」という若者たちの心根に触れたことで、「復興
に役立つのなら、もっと良い舞台を一緒につくりたい」という気持ちが湧いてきました。
　以来、全国から集まって来るバンドマンたちは、そんな森氏の心意気を知り本番直前まで
ステージづくりを手伝うようになりました。昨年の『Place 2019』では、海岸にステージを
５面設置、出演バンドは78組、10,000人以上の来場者で賑わい、個人主催のロックフェス
では日本一の動員となりました。
　回を重ねるごとにその若者たちと協力する市民たちの
間で交流が深まり、中には「気候も自然も食べ物も良く、
何よりも人が良いところだから」と、関西方面から参加
していたバンドマンが、日立市内に移住を決めたことも
ありました。
　森氏は「現在コロナウイルス禍で様々なイベントの延
期や中止が続いていますが、収束した暁には市民皆で盛
り上がれるよう、今はひたすら我慢です。また議員とし
て市の活性化につながることを、私なりにやりたいと思
っています」と、力強く話してくれました。

役員・議員紹介コーナー

『素顔』
現在当所には商工会議所の運営について意思決定を行う１１０名の“議員”の方々がいます。
議員の皆さんには地域における商工業の振興と地域社会の進展にご尽力いただく重要な役割
を果たして頂いています。このコーナーではその“議員”の皆さんにスポットをあて、その
素顔にせまっていきます。

有限会社水戸D.M.S 代表取締役　森　重彰 氏（文化産業部会）

第99回

もしくは、ハローワーク日立（0294-21-6441）受付時間 8：30から17：15（土日・祝を除く）
また、茨城労働局職業対策課（029-224-6219）受付時間 8：30から17：15（土日・祝を除く）
（なお、現在、大変多くのお問い合わせをいただいており、お電話がつながりにくい場合もあります。）

詳細につきましては下記へお問い合わせを

ハローワーク日立からのお知らせ

緊急対応期間雇用調整助成金を活用して
従業員の雇用維持に努めてください
雇用調整助成金を活用して
従業員の雇用維持に努めてください

①対象者を大幅に拡充（被保険者期間要件の撤廃、雇用保険被保険者でない労働者の休業も対象）
②助成率の引上げ、助成率の上乗せ（解雇等なしの場合）
③受給のための要件緩和（生産指標要件の緩和等）
④申請書類の簡素化
⑤計画届の事後提出可（すでに休業を実施し休業手当を支給している場合でも令和2年6月
　30日まで事後提出可）

拡
充
内
容

0120-60-3999コールセンター 受付時間9：00から21：00（土日・祝含む）

新型コロナウイルス感染症の影響により事業活動の縮小を余儀なくされた事業主様へ

令和2年4月1日から令和2年6月30日までを
緊急対応期間として雇用調整助成金の特例
措置を拡充しております。
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アクサ生命は、商工会議所会員企業様向けに商工会議所共済制度・福祉制度の普及・推進を行っております。 
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回
通
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総
会

4月14日、日立商工会議所青年部第37回通常総会が開催され、寺家通浩会長のもと令和2年度がスタートしました。

｢考動 と 幸動｣

日立商工会議所青年部
会　長　寺　家　通　浩
（株式会社ＪＷＡＹ）

令和2年度がスタート

～気付きと網羅・選択と行動～
平成31年度の主な事業
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若
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4月 6日 日立さくらまつり
 ～7日 花見茶屋　出店
 4月15日 第36回通常総会
 11月16日 研修委員会視察研修会
 2月21日 商工会議所青年部
 ～22日 第39回全国大会
 3月 7日 卒業例会

アクサ生命からのお知らせ「新型コロナウイルス　緊急事態宣言」に伴う対応について

※１「24 時間電話健康相談サービス」はティーペック株式会社が提供いたします。

※ 2お申込みの状況等に応じて、受付期間を短縮
　　することがあります。

アクサ生命保険（株）　日立営業所	 連絡先 0294-21-5387
カスタマーサービスセンター	 連絡先 0120-568-093

アクサ生命は、 商工会議所会員企業様向けに商工会議所共済制度 ・福祉制度の普及 ・推進を行っております。

新型コロナウイルスによる影響を受けられた日立商工会議所会員企業様に謹んでお見舞い申し上げます。
現在、アクサ生命では「緊急事態宣言」期間中において営業店の「店頭窓口閉鎖」をさせていただき、お客様への営業活動等を自粛とさせ
ていただきます。お電話、メールなどを利用してお客様のフォローアップ活動に集中させていただきます。
併せて下記の通り、ご契約のお取扱いを開始しております。お問合せはカスタマーサービスセンターまでご連絡お願いいたします。
■保険料の払込猶予期間延長について
保険料のお払い込みが一時的に滞った場合、保険料のお払い込みを猶予する期間を 2020 年 8月 31日まで延長いたします。

2020 年 3 月 1 日より 2020 年 5月 31日までに新たに保険料のお払い込みに遅延が生じるご契約が対象となります。

■お客様サポートについて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　「24 時間電話健康相談サービス」※１を、2020 年 5 月末までの間、全てのご契約者さま、被保険者さまと同居のご家族の皆さまに無料でご利用頂けます。

■死亡保険金お支払いについて
新型コロナウイルス感染症により死亡された場合は死亡保険金のご請求対象となります。また、当該感染症を直接の原因として死亡された場合などに

は、災害保険金等のお支払対象とします。（個人保険契約の場合）併せて、契約条件（保険金削減支払等）において保険金削減等を行わない取扱いに変

更します。

■入院給付金のお支払いについて
新型コロナウイルス感染症は、入院給付金のお支払対象となる疾病に該当します。なお、入院給付金は治療を目的とした入院に対してお支払いをいた

しますので、検査結果が陽性であるかどうかにかかわらず、医師の指示により医療機関に入院された場合は、お支払対象となります。また、医療機関の

事情等により、医師の指示で、ご自宅またはその他病院等と同等とみなされる施設（ホテル等）で治療を受けられた場合も、その治療期間に関する医師

の証明書等をご提出いただくことで、入院給付金のお支払い対象としてお取扱いいたします。

■契約者貸付に対する特別金利について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2020 年 3 月より 5月までに新たに契約者貸付に対する利息につきまして、金利 0.00％でお取り扱いをいたします。

　特別金利適用期間 2020 年 3 月 1 日から 2020 年 9 月 30 日まで　　受付期間 2020 年 3 月 1 日から 2020 年 5 月 31 日まで　※ 2
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前野商事株式会社
ピュアウォッシャー販売・取付・メンテナンス

〒317－0063　日立市若葉町1－17－5 前野ビル1F
TEL 0294（23）0233（代）  FAX 0294（23）0234
shoene-plaza@maenoshoji.co.jp
担当者：佐川・藤枝・佐野
※弊社に設置してあり無料見学説明

(芽 胞 菌)

(ウイルス)

(糸 状 菌)

(一般殺菌)

(食中毒菌)

(病 原 菌)

(真　　菌)

納豆菌　セレウス　ボツリヌス

ノロ　インフルエンザ　サーズ

カンジダ

大腸菌　乳酸菌　ブドウ球菌　シュードモナス

エルシニア　キャンピロバクター　サルモネラ

腸炎ビブリオ　リステリア　セラチア

大腸菌O-157　コレラ菌　牛結核菌　赤痢菌

酵母(サッカロマイセス)　カビ(アスペルギル)

微酸性電解水の効果範囲

pH 5.0～6.5、有効塩素濃度10～30ppm
殺菌成分：次亜塩素酸（HClO） 
安 全 性：食品添加物指定
　　　　　（厚労省食基発第0610001号）

　前
回
触
れ
た
よ
う
に
、幕
末

の
志
士
と
し
て
活
動
し
て
い
た

渋
沢
栄
一
は
、
23
歳
の
と
き
に

幕
府
の
転
覆
を
目
指
し
て
高
崎

城
襲
撃
計
画
を
立
て
ま
し
た
。

　彼
は
、そ
の
実
行
の
前
に
、父

に
対
し
て
自
分
を
勘
当（
親
子

の
縁
を
切
る
）す
る
よ
う
願
い

出
ま
す
。反
対
さ
れ
る
の
が
目

に
見
え
て
い
た
た
め
、彼
は
父

に
計
画
を
漏
ら
し
ま
せ
ん
で
し

た
。し
か
し
、そ
の
ま
ま
計
画
を

実
行
し
て
し
ま
え
ば
、家
族
に

ま
で
嫌
疑
が
か
け
ら
れ
て
し
ま

う
た
め
、そ
れ
を
避
け
よ
う
と

し
た
の
で
す
。

　夜
を
徹
し
て
父
子
は
話
し
合

い
ま
し
た
。

　「
百
姓
に
生
ま
れ
た
か
ら
に

は
、そ
の
分
を
守
っ
て
生
き
れ

ば
い
い
で
は
な
い
か
」と
い
う

父
に
、栄
一
は
こ
う
述
べ
ま
す
。

　「
武
士
の
政
治
が
こ
こ
ま
で

衰
え
、腐
敗
が
進
ん
で
し
ま
っ

た
以
上
は
、も
は
や
こ
の
日
本

は
ど
う
な
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

も
し
日
本
の
国
が
こ
の
ま
ま
沈

む
よ
う
な
場
合
で
も
、『
自
分
は

農
民
だ
か
ら
少
し
も
関
係
な

い
』と
言
っ
て
傍
観
し
て
い
ら

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。何
事
も

知
ら
な
け
れ
ば
そ
れ
ま
で
の
こ

と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　し
か
し
、い
っ
た
ん
知
っ
た

以
上
は
、国
民
の
役
割
と
し
て

け
っ
し
て
安
閑
と
し
て
い
ら
れ

る
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
ま

す
。も
は
や
こ
の
時
勢
に
な
っ

た
以
上
は
、百
姓
、町
人
、ま
た

は
武
家
の
差
別
な
ど
な
い
し
、

血
洗
島
村
の
渋
沢
家
一
軒
の
行

く
末
を
気
に
し
て
も
意
味
が
あ

り
ま
せ
ん
。私
個
人
の
決
断
に

つ
い
て
は
、な
お
さ
ら
の
こ
と

の
よ
う
に
思
い
ま
す
」

　彼
は
、こ
こ
で
吐
露
し
た
、

「
沈
む
日
本
を
何
と
か
し
た
い
」

と
い
う
高
い
志
を
ブ
レ
ず
に
一

生
涯
守
っ
た
人
物
で
し
た
。こ

の
点
に
、彼
の
行
動
の
謎
を
解

く
ヒ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

　彼
は
高
崎
城
襲
撃
計
画
を
中

止
し
た
後
、幕
府
か
ら
の
嫌
疑

を
避
け
る
た
め
に
、京
都
に
逃

げ
ま
し
た
。そ
し
て
、い
ろ
い
ろ

な
事
情
か
ら
、一
橋
家
家
臣
、そ

し
て
幕
臣
と
な
っ
た
の
で
す
。

　幕
末
の
志
士
だ
っ
た
人
物
が
、

な
ぜ
、よ
り
に
も
よ
っ
て
打
倒

の
対
象
で
あ
る
幕
臣
と
な
っ
た

の
か―

―

　こ
の
一
番
の
理
由
は
、追
い

詰
め
ら
れ
て
他
に
行
き
場
が
な

か
っ
た
こ
と
で
し
た
が
、も
う

一
つ
、志
に
関
わ
る
大
き
な
理

由
も
存
在
し
た
の
で
す
。

　彼
に
と
っ
て
倒
幕
と
い
う
の

は
、志
を
達
成
す
る
た
め
の
単

な
る
手
段
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。当
時
の
一
橋
家
は
、当

主
の
一
橋
慶
喜
、用
人
の
平
岡

円
四
郎
と
も
に
時
代
を
超
え
た

英
傑
で
し
た
。そ
ん
な
彼
ら
と

な
ら
、倒
幕
を
し
な
く
と
も
、日

本
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
か
も

し
れ
な
い―

―

そ
う
、彼
は
判

断
し
得
た
の
で
す
。志
の
高
さ

ゆ
え
の
ず
ば
抜
け
た
柔
軟
性
、

こ
れ
こ
そ
彼
の
偉
業
の
元
手
で

し
た
。

作
家
・
グ
ロ
ー
ビ
ス
経
営
大
学

院
客
員
教
授

守
屋

　
　淳

「希望」

「
渋
沢
栄
一
の
志
」

こんな時こそ希望を見出すんだ。

機を待とう。

種を撒こう。

　　　　　　書道家　武田　双雲




